



Semantics of “Hands” in Care

































































































































































































































































































































































































































































































（2）	 第 1 回目は、2020 年 4 月 7 日（7 都道府県）・16 日（全国拡大）に発出された。さらに、第 2 回目の「緊急事態宣言」
が 2021 年 1 月 7 日（11 都道府県）に発出された。









OFvol07-JR.pdf）（2021 年 1 月 29 日）
（6）	 サリバン先生は、マサチューセッツ州スプリングフィールドのアイルランドから移民した貧困家庭に生まれ、10 歳
の時に救貧院に収容され悲惨な少女時代を過ごす。その後、目の病気を患いほとんど全盲に近い状態になったため、
14 歳の 1880 年 10 月にパーキンス盲学校に入学。その後、何回か目の手術を受けて視力が幾分回復したが、光の刺
激に目が弱いためサングラスをかけて生活をするようになる。1886 年に学校を卒業すると、アナグノス校長からヘ
レン・ケラーの家庭教師に推薦されて、1887年3月からヘレンの教育を始めることになった。（サリバン　1998：10
の筆者要約）
（7）	 愛する人の体にふれることと、単にたとえば電車のなかで痴漢が見ず知らずの異性の体にさわることとは、いうま
でもなく同じ位相における体験ないし行動ではない。一言で言えば、ふれるという体験にある相互嵌入の契機、ふ
れることは直ちにふれ合うことに通じるという相互性の契機、あるいはまたふれるということが、いわば自己を超
えてあふれ出て、他者のいのちにふれ合い、参入するという契機が、さわるということの場合には抜け落ちて、こ
こでは内－外、受動－能動、一言でいってさわるものとさわられるものの区別がはっきりしてくるのである。（坂部　
69立教大学コミュニティ福祉学部紀要第 23号（2021）
1987：27）
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